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S − 370 ポ ス ター
口産 婦誌48巻臨時増刊

P − 53　　　 子宮および視床下部オ キシ トシ ン

　 （OT ）産生細胞中の Gelanin（GAL ）の 存在意義

P − 54　　 ラ ッ ト下垂体 に お ける Activin

Receptorの 発現

帝 京大

深澤みゆ き 、味香勝也 、森宏 之 、冲永荘
一

〈 日的 〉 視床 下部 だ けで な く子宮 に もオキシ

トシ ン （OT ） mRNA の 存 在 して い る こ とは既

に 報告 した が 、 今 回は 、 子 宮お よび 視床下部

の OT 産生細胞 とOT 分泌 に関与 して い る と考え

られ る Galanin （GAL ） の 共 存 に 関 して ln

Situ　Hybridizationと免疫組織化学を用い て 検

討 した 。
〈 方法 〉 成熟 Wistar　 rat の 左 側脳室

に Colchicin を 注 入 し、24 時間 後に 4 ％ パ ラ フ

ォ ル ム ァ ル デ ヒ ドIO，075MPB に よ っ て 灌流固

定 を行 っ た 。 固定後素 早 く無菌 的に 子宮 と脳

組織を取 り出 し、同固 定液に 4℃ 、24時間 後固

定 した 。 さらに 30 ％ Sucrose液 中に 4 ℃ 、 24

時間浸漬 し 、 凍結後Cryostatで 16 μ m の 浮遊切

片を作製 した 。 Hybridizationに は TdT お よ び

ddATP α
35S

を用い て 3
’

末端 に 標識 した OT

Probe （30mer ）を 用い た
。 始め に 切片を

」 5S

標識 OT　 Probe （IX106dpm ） と37 ℃ 、 24 時間

hybridize し 、 次 にrat　 GAL に 対す る ウ サギ

lgG で 4℃ 、24 時 間 incubate 後 、　 ABG 法 に て

DAB 発色 した 。 次 に ミク ロ オ
ー

トラ ジオ グラ

フ ィ
ーを4 ℃ 、 9 日間行 っ た 。 OTmRNA 含有細

胞数に対す る OTmRNA −GAL 免疫陽性細胞 数を

顕 微鏡下 に count した 。 ＜ 成績 ＞ OTmRNA ・

GAL 免 疫 陽 性 細 胞 は 視 床
．
ド部 室 傍 核 で は

OTmRNA 含有 細胞 数の 3，3％、視索上 核 で は

10，0％ で あ っ た 。 子宮OTmRNA 含有細 胞の 大

部分 はGAL 陽性で あ っ た
。

＜ 結論 ＞ 1） ラ ッ ト

子 宮 お よ び 視 床 下 部 室 傍 核 、 視 索 上 核 の

OTmRNA 含有細 胞 は同時 に GAL を含ん で い

る 。 2 ） GAL は OTmRNA 含 有細 胞 に 対 して

autocrine 的に働 き、　OT 分泌 に関与 して い る可

能性が ある 。
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［目的］下垂体か らの FSH 分泌を促進す るActivinの

シ グナル伝達には 1型及び II型 Receptorの 共存が

必要とされる．1型、II型 Receptorそれぞれのサブ

タ イプの生理的意味は解明されて い ない ，そこ で

ラ ッ ト
．
ド垂体にお ける Activin　receptorサブ タ イプ

の発現を Northem　blot　analysisにて検討した。

［方法］ウ イス ター系雌 ラ ッ ト （8 週齢、16週齢お

よび卵巣切 除後）よ り摘出 した下垂体か ら TotaI
RNA を抽出 し、　 Northern　transfer す る．ラ ッ ト

Activin　receptor 　Type　lで ある ALK −2、
　 ALK −4 また

Activin　receptor　Type　II （ActR　II） および Type　HB

（ActR　IIB） の cDNA より作成 した DNA 　Probeを用

v ・Hンoriuization を行V ・、発現量を検討した 。

［成績］8週齢 、 16週齢お よび卵巣切除後い ずれの

条件で も 4種類の receptor 　mRNA の 発現を認め た，

ActR　IL　 ActR　IIB　mRNA は 8週齢、16週齢お よび

卵巣切除後の順で い ずれも増加 して い たが、ALK −

2、 ALK −4P　mRNA には週齢および卵巣切除後で明
らかな変化は見られなか っ た。

［結論］
．
ド垂体に 1型および II型 Activin　recepto 「 が

発現して い るが 、 1型とII型で は週齢、卵巣機能の

変化にたい して発現量の 変動に差が見 られた，下垂

体における Activinの 作用の 多様性にはその レセ プ

タ
ー

の 量的変化が関与して い る こ とが示唆 された．
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